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▲消防出初式（1月8日　南部広域防災拠点にて）

第4回 定例会第4回 定例会

「泉南市国民健康保険税条例の
　一部を改正する条例」を否決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　平成23年第4回定例会（12月議会）は、12月７日
から21日までの会期で開催されました。
　本定例会では、「国民健康保険税条例の一部を改
正する条例の制定」が否決され、「国民健康保険税
の値上げに反対を求める請願」が採択されました。
また、特別職や一般職の職員の給与に関する条例の
一部改正、指定管理者の指定、各会計予算（補正予
算）などについて、活発な議論が交わされました。
　詳しくは、掲載記事をご覧ください。
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指定管理者の指定について(体育館、テニスコート、市民球場）
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一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
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全　　会　　一　　致平成23年度大阪府泉南市国民健康保険事業特別会計補正予算(第3号）

平成23年度泉南市水道事業会計補正予算（第2号）
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平成23年度予算審査特別委員会委員の選任について

平成22年度大阪府泉南市一般会計歳入歳出決算認定について  ほか19件

例月現金出納検査結果報告　ほか2件

泉南市教育委員会委員の任命について
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無所属（虹と緑）無所属（虹と緑）

　本年は、平成20年の改選より4年目最後の年とな
り、我々の任期も残り少ない。この3年間、行革を叫
び、公立幼稚園、小学校の統廃合が成立した。
　また、議会改革を叫び、議会のネット放映を実施し、
昨年、定数削減を提案し可決となった。くしくも立党精
神「大衆と共に…」が発表されて50年を迎える本年、
最後の年であり最初の年として市民の皆様に悔いなく尽
くす１年にしてまいります。

◎中尾　広城 ○原　　憂子 竹田　光良 井原正太郎

公　明　党公　明　党

　東日本大震災、原発事故、就職難、砂川小学校プール

死亡事故や年金の引き下げなど昨年は大変な年でした。

　一方、国民健康保険税の値上げにつながる条例は、

3422筆の署名を力に否決することができました。

　今年はさらに市民との絆をつよめ、災害に強いまちづ

くり、命を大事にする安全・安心の泉南市をつくるた

め、全力でがんばります。

◎大森　和夫 ○松本　雪美 和気　信子 成田　政彦

日本共産党日本共産党

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。昨年は、“災い”

の一年でありましたが、“絆”や“生命”の大切さについて

貴重な教訓を得た年でもありました。

　拓進クラブの3名は、市政の発展はもとより、市民福

祉の向上や生活の安定、安全・安心社会の実現をめざし

て、様々な課題に対して積極的に取り組んでまいります。

　本年もよろしくお願いします。

拓進クラブ拓進クラブ

　今、政治及び政治家の資質が問われている。私たちは

政治に対する信頼を今一度取り戻す必要がある。

　その為には、より一層情報公開、情報収集を計らなけ

ればならない。その一つとして、本会議だけでなく予

算・決算も含めた全委員会のインターネット放映や議会

自らが市内へ出向き、市民との意見交換を行う必要があ

ると思う。市民各位のご意見を。

◎角谷　英男 ○谷　　外嗣

市政研究会市政研究会

◎真砂　　満 ○河部　　優 木下　豊和

議　長　竹田  光良副議長　和気  信子

　昨年は東日本大震災や台風12号による大災害で多く
の尊い命が失われました。本市においても早急に防災対
策の見直しや危機管理体制の再構築が必要であります。
　4月には市の将来像を示す「第5次総合計画」の策
定、観光協会の設立等、新たな取組みのスタート年とな
ります。市民の皆様の幸福度アップを目指して全力で活
動してまいりますので、ご支援よろしくお願い申し上げ
ます。

心政クラブ心政クラブ

◎南　　良徳 ○堀口　武視

　一陽来復。日本の国も泉南市も、正に復興

の新年を迎えました。未曾有の危機からの復

興は、市民・国民、行政、議会が共に手を携

えて臨まなければなりません。是非とも、市

民の声をお聞かせください。そしてどうか、

議会の議論を聞く耳をお持ちください。議会

はこれからも市民に発信してまいります。

無所属（泉南フォレスト）無所属（泉南フォレスト）

森　　裕文

　人は一切の責任を担っている。東北大震

災、原発事故。命を奪った砂川小学校プール

事故、貸付金回収で市長に隠して肩代わりす

る体質。死刑廃止を願う。住居表示再開、不

燃物置場の汚染物除去、ゴミ置き場の責任、民

間定年者の職員化。水道自己水化、下水道の

見直し、関空問題等に取組んでまいります。

「泉南市議会基本条例制定途半ば」
私たちは地方民会以来、議会基本条例制定に取り組んで
まいりました。昨年には議会基本条例調査特別委員会が
でき、７月には岸和田市と熊取町の視察を行い貴重なご
意見を伺ってまいりました。しかし、いまだ各会派の温
度差が縮まらず難航しております。私どもの任期中に制
定できるかどうかあやしくなっておりますが、最後まで
頑張ります。

大八洲の会大八洲の会

小山　広明

◎梶本　茂躾 ○北出　寧啓

辰年に抱負を語る辰年に抱負を語る辰年に抱負を語る
～各会派の抱負と会派構成～～各会派の抱負と会派構成～
◎は幹事長、○は副幹事長（無所属含む）◎は幹事長、○は副幹事長（無所属含む）
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社
ニ
チ
イ
学
館
に
よ
る
指

定
管
理
に
つ
い
て
、
収
支
が
赤
字
と

な
っ
た
場
合
の
危
機
管
理
は
で
き
て
い

る
か
？

　
　株
式
会
社
ニ
チ
イ
学
館
は
、
公
認

会
計
士
を
配
置
す
る
な
ど
、
財
務
状
況

の
健
全
性
評
価
に
お
い
て
も
最
高
位
を

維
持
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
赤
字

が
出
た
場
合
で

も
、
保
育
事
業
に

お
け
る
収
支
は
、

資
産
規
模
の
１
％

に
も
満
た
な
い
の

で
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
。

反
対

反
対

問答 ■
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

　つ
い
て

　
　
　
　

　
平
成
23
年
の
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
一
般

職
の
職
員
の
給
与
改
定
を
行
う
と
と
も
に
、

平
成
22
年
10
月
か
ら
独
自
に
実
施
し
て
い
る

給
与
削
減
措
置
と
の
調
整
を
図
る
条
例
の
改

正
で
す
。

　
　
　
　給
与
を
下
げ
る
安
易
な
対
応
は
結
果

的
に
は
市
民
の
た
め
に
は
な
ら
な
い
。
関
係

団
体
と
の
協
議
を
尊
重
し
、
給
与
カ
ッ
ト
に

よ
る
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
十
分
配
慮

す
る
な
ど
の
意
見
を
付
し
て
、賛
成
す
る
。

▼
総
務
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　今
回
の
給
与
改
定
は
、職
員
の
生
活
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
と
思
う
が
、災
害
時
な

ど
、「
命
を
張
っ
て
市
民
を
守
る
」と
い
う
役

割
を
担
う
立
場
に
対
し
、
生
活
を
安
定
さ

せ
、
職
務
に
没
頭
で
き
る
環
境
づ
く
り
が

必
要
で
は
な
い
か
？

　
　今
回
の
人
事
院
勧
告
に
準
ず
る
給
与

改
定
は
、
概
ね
40
歳
以
上
の
職
員
が
対
象

と
な
っ
て
お
り
、
総
額
で
約
7
0
0
万
円

の
減
額
と
な
り
ま
す
。

　そ
の
一
方
で
、
影
響
に
伴
う
緩
和
策
と

し
て
、
平
成
22
年
10
月
か
ら
独
自
に
実
施

し
て
い
る
給
与
減
額
期
間
を
１
ヶ
月
短
縮

す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
職
員
を
対
象
に
約

4
7
0
万
円
の
緩
和
が
得
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

賛
成

賛
成

■
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
文
化
ホ
ー
ル
）

　

　平
成
24
年
度
か
ら
の
泉
南
市
立
文
化

ホ
ー
ル
の
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
運

営
に
つ
い
て
、指
定
管
理
者
を
国
際
ラ

イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
株
式
会
社
に
指
定
す

る
こ
と
に
関
す
る
議
案
で
す
。

　
　
　文
化
は
公
が
担
う
も
の
で
あ

り
、
市
民
生
活
の
向
上
と
文
化
及
び
芸

術
の
普
及
な
ど
を
図
る
た
め
文
化
活
動

に
携
わ
る
非
営
利
団
体
に
管
理
さ
せ
る

べ
き
で
あ
る
た
め
反
対
す
る
。

問問問 答答 答 ▼
総
務
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　指
定
管
理
導
入
に
よ
る
効

果
額
は
？

　
　単
年
度
で
約
1
6
0
0
万

円
の
効
果
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　
　適
切
な
維
持
管
理
に
つ
い

て
、
今
後
の
修
繕
計
画
は
？

　
　平
成
24
年
度
は
、
展
示
室

の
雨
漏
り
の
修
繕
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
今
後
の
予
定
に
つ

い
て
は
、
第
一
候
補
と
し
て
自

家
発
電
を
考
え
て
い
ま
す
。

■
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
体
育
館
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
市
民
球
場
）

　
　
　
　
　

　平
成
24
年
度
か
ら
の
右
記
の
３
施
設

の
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
運
営
に
つ

い
て
、指
定
管
理
者
を
泉
南
市
体
育
協
会

に
指
定
す
る
こ
と
に
関
す
る
議
案
で
す
。

　
　
　実
績
を
評
価
し
公
募
に
し
な

か
っ
た
事
は
良
い
と
考
え
る
が
、
も
う

ひ
と
つ
市
民
自
身
が
運
営
で
き
る
団
体

の
育
成
が
必
要
で
あ
る
。

　未
修
理
の
雨
漏
り
は
早
急
に
す
べ
き

と
い
う
意
見
を
付
し
て
賛
成
す
る
。

▼
総
務
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　体
育
館
な
ど
の
施
設
の
今

後
の
修
繕
内
容
は
？

　
　体
育
館
に
つ
い
て
は
、雨

漏
り
の
修
繕
と
し
て
、約
2
0
0

万
円
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
非
常
用
の
発
電
機
は
、
修

理
を
す
る
場
合
は
、
約
1
7
0

万
円
、
新
し
く
入
れ
替
え
る
場

合
は
、
約
1
5
0
0
万
円
の
費

用
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
つ
い
て

は
、
全
面
を
張
り
替
え
る
場
合

は
、
約
3
0
0
万
円
の
費
用
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

議
案
第
７
号
可
決

議
案
第
６
号
可
決

議
案
第
10
号
可
決

議
案
第
8
号
可
決

泉南市立鳴滝第１保育所

■
『
市
民
生
活
を
圧
迫
す
る
国
民
健
康

保
険
税
の
値
上
げ
に
反
対
を
求
め
る

請
願
』

　
　
　
　
　

　　
　
　資
産
割
を
廃
止
し
、
そ
の
負
担

を
所
得
割
や
賦
課
限
度
額
に
転
嫁
す
る

こ
と
は
、
市
民
の
生
活
を
苦
し
め
、
市

民
は
値
上
が
り
と
受
け
止
め
る
こ
と
か

ら
、
請
願
に
賛
成
す
る
。

反
対

反
対

答 問答

答

賛
成

賛
成

▼
厚
生
消
防
常
任
委
員
会
質
疑

　
　本
請
願
は
、
値
上
げ
に
反

対
す
る
こ
と
し
か
記
載
さ
れ
て

い
な
い
が
、
議
案
第
13
号
に
対

す
る
請
願
で
は
な
い
の
か
？

　
　条
例
に
対
す
る
請
願
で
あ

り
、
保
険
税
が
値
下
げ
に
な
る

方
も
あ
る
が
、
値
上
げ
に
な
る

方
に
と
っ
て
は
、
生
活
が
困
難

な
状
況
に
陥
る
た
め
、
全
体
を

捉
え
、
公
平
性
を
意
識
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
泉
南
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
　
　
　
　

　平
成
23
年
10
月
13
日
に
市
長
に
提
出

さ
れ
た
泉
南
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、国
民
健
康
保

険
税
賦
課
の
応
能
部
分
で
あ
る
資
産
割

を
廃
止
す
る
こ
と
が
主
な
条
例
の
改
正

で
す
。

　
　
　今
改
正
案
は
、
国
保
税
の
う

ち
、
不
合
理
・
不
平
等
で
あ
る
二
重
課

税
に
あ
た
る
資
産
割
課
税
を
廃
止
し
、

生
じ
る
不
足
分
を
再
配
分
し
、
資
産
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
平
等
に
課
税
す
る
措

置
で
値
上
げ
で
は
な
い
こ
と
か
ら
賛
成

問

問

答 す
る
。

　
　
　資
産
割
の
廃
止
は
、
市
民
の
立

場
に
立
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
賦
課
限

度
額
撤
廃
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　ま
た
、
水
道
料
金
の
値
上
げ
な
ど
相

次
ぐ
値
上
げ
で
市
民
生
活
は
苦
し
く
な

る
た
め
反
対
す
る
。

　
▼
厚
生
消
防
常
任
委
員
会
質
疑

　　
　今
回
の
資
産
割
の
廃
止
に
伴
う
負

担
を
所
得
割
や
賦
課
限
度
額
に
転
嫁
す

る
の
は
な
ぜ
か
？

　　
　資
産
割
を
廃
止
し
た
場
合
、
税
収

は
、
17
億
円
か
ら
１
億
6
0
0
0
万
円
程

度
の
減
額
と
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
収
入

12月定例会の議案の中から、主な
質疑を要約してお知らせします。

支
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
他
市
の
状

況
に
お
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
資

産
割
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　　
　平
成
22
年
度
の
決
算
で

は
、
１
億
9
0
0
0
万
円
の
黒

字
で
あ
っ
た
が
、
今
回
、
資
産

割
を
廃
止
す
る
理
由
は
？

　　
　平
成
22
年
度
は
黒
字
で
す

が
、
実
質
的
な
収
支
で
は
、
約

２
億
円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
条
例
の
改
正

は
、
将
来
の
広
域
化
に
向
け

て
、
赤
字
を
作
ら
な
い
た
め
の

改
正
で
す
。

■
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及

び
泉
南
市
教
育
委
員
会
の
教
育
長
の
給
与

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

（
お
も
な
改
正
内
容
）

・
給
与
月
額

○  

市

　長

　
　
　
　
　91
万
円
か
ら
85
万
円

○  

副
市
長

　
　
　
　
　78
万
円
か
ら
72
万
円

○  

教
育
長

　
　
　
　
　71
万
円
か
ら
65
万
円

・
さ
ら
に
支
給
額
を
減
額

　

平
成
24
年
４
月
１
日
〜
平
成
29
年
３
月
31
日

ま
で

○  

市

　長

　
　
　
　
　
　76
万
5
0
0
0
円

○  

副
市
長

　
　
　
　
　
　65
万
5
2
0
0
円

○  

教
育
長

　
　
　
　
　
　61
万
7
5
0
0
円

　
　
　減
額
す
る
事
が
よ
く
や
っ
て
い
る
と

い
う
事
に
は
な
ら
ず
、
職
務
に
対
し
て
の
理

解
を
求
め
る
粘
り
強
い
説
明
責
任
を
果
た
す

事
を
基
本
に
す
べ
き
で
あ
る
。 

▼
総
務
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　今
回
の
条
例
の
改
正
は
、
厳
し
い
不
況

に
よ
る
悪
循
環
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
な
い

か
？

 

　
　今
般
、
世
界
経
済
は
デ
フ
レ
の
影
響
を

大
き
く
受
け
て
お
り
、
回
復
に
は
時
間
が
か

か
る
厳
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
本
市

も
財
政
早
期
健
全
化
宣
言
を
踏
ま
え
、
財
政

状
況
を
勘
案
し
た
中
で
、
今
回
の
給
与
支
給

額
の
減
額
を
行
い
ま
し
た
。

問

請
願
第
３
号
採
択

議
案
第
13
号
否
決

議
案
第
９
号
可
決
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問答 ■
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
泉
南
市
立
鳴
滝
第
１
保
育
所
）

　
　

　平
成
24
年
度
か
ら
の
泉
南
市
立
鳴
滝

第
１
保
育
所
の
指
定
管
理
者
に
よ
る
管

理
運
営
に
つ
い
て
、指
定
管
理
者
を
株
式

会
社
ニ
チ
イ
学
館
に
指
定
す
る
こ
と
に

関
す
る
議
案
で
す
。

　
　
　人
件
費
が
多
く
を
占
め
る
保
育

事
業
に
つ
い
て
、
民
間
企
業
に
よ
る
不

安
定
な
労
働
条
件
下
で
の
保
育
に
は
反

対
で
あ
る
。

　市
は
市
民
の
た
め
に
公
立
保
育
所
の

運
営
に
責
任
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。

▼
厚
生
消
防
常
任
委
員
会
質
疑

　
　株
式
会
社
ニ
チ
イ
学
館
に
よ
る
指

定
管
理
に
つ
い
て
、
収
支
が
赤
字
と

な
っ
た
場
合
の
危
機
管
理
は
で
き
て
い

る
か
？

　
　株
式
会
社
ニ
チ
イ
学
館
は
、
公
認

会
計
士
を
配
置
す
る
な
ど
、
財
務
状
況

の
健
全
性
評
価
に
お
い
て
も
最
高
位
を

維
持
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
赤
字

が
出
た
場
合
で

も
、
保
育
事
業
に

お
け
る
収
支
は
、

資
産
規
模
の
１
％

に
も
満
た
な
い
の

で
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
。

反
対

反
対

問答 ■
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

　つ
い
て

　
　
　
　

　
平
成
23
年
の
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
一
般

職
の
職
員
の
給
与
改
定
を
行
う
と
と
も
に
、

平
成
22
年
10
月
か
ら
独
自
に
実
施
し
て
い
る

給
与
削
減
措
置
と
の
調
整
を
図
る
条
例
の
改

正
で
す
。

　
　
　
　給
与
を
下
げ
る
安
易
な
対
応
は
結
果

的
に
は
市
民
の
た
め
に
は
な
ら
な
い
。
関
係

団
体
と
の
協
議
を
尊
重
し
、
給
与
カ
ッ
ト
に

よ
る
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
十
分
配
慮

す
る
な
ど
の
意
見
を
付
し
て
、賛
成
す
る
。

▼
総
務
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　今
回
の
給
与
改
定
は
、職
員
の
生
活
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
と
思
う
が
、災
害
時
な

ど
、「
命
を
張
っ
て
市
民
を
守
る
」と
い
う
役

割
を
担
う
立
場
に
対
し
、
生
活
を
安
定
さ

せ
、
職
務
に
没
頭
で
き
る
環
境
づ
く
り
が

必
要
で
は
な
い
か
？

　
　今
回
の
人
事
院
勧
告
に
準
ず
る
給
与

改
定
は
、
概
ね
40
歳
以
上
の
職
員
が
対
象

と
な
っ
て
お
り
、
総
額
で
約
7
0
0
万
円

の
減
額
と
な
り
ま
す
。

　そ
の
一
方
で
、
影
響
に
伴
う
緩
和
策
と

し
て
、
平
成
22
年
10
月
か
ら
独
自
に
実
施

し
て
い
る
給
与
減
額
期
間
を
１
ヶ
月
短
縮

す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
職
員
を
対
象
に
約

4
7
0
万
円
の
緩
和
が
得
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

賛
成

賛
成

■
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
文
化
ホ
ー
ル
）

　

　平
成
24
年
度
か
ら
の
泉
南
市
立
文
化

ホ
ー
ル
の
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
運

営
に
つ
い
て
、指
定
管
理
者
を
国
際
ラ

イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
株
式
会
社
に
指
定
す

る
こ
と
に
関
す
る
議
案
で
す
。

　
　
　文
化
は
公
が
担
う
も
の
で
あ

り
、
市
民
生
活
の
向
上
と
文
化
及
び
芸

術
の
普
及
な
ど
を
図
る
た
め
文
化
活
動

に
携
わ
る
非
営
利
団
体
に
管
理
さ
せ
る

べ
き
で
あ
る
た
め
反
対
す
る
。

問問問 答答 答 ▼
総
務
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　指
定
管
理
導
入
に
よ
る
効

果
額
は
？

　
　単
年
度
で
約
1
6
0
0
万

円
の
効
果
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　
　適
切
な
維
持
管
理
に
つ
い

て
、
今
後
の
修
繕
計
画
は
？

　
　平
成
24
年
度
は
、
展
示
室

の
雨
漏
り
の
修
繕
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
今
後
の
予
定
に
つ

い
て
は
、
第
一
候
補
と
し
て
自

家
発
電
を
考
え
て
い
ま
す
。

■
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
体
育
館
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
市
民
球
場
）

　
　
　
　
　

　平
成
24
年
度
か
ら
の
右
記
の
３
施
設

の
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
運
営
に
つ

い
て
、指
定
管
理
者
を
泉
南
市
体
育
協
会

に
指
定
す
る
こ
と
に
関
す
る
議
案
で
す
。

　
　
　実
績
を
評
価
し
公
募
に
し
な

か
っ
た
事
は
良
い
と
考
え
る
が
、
も
う

ひ
と
つ
市
民
自
身
が
運
営
で
き
る
団
体

の
育
成
が
必
要
で
あ
る
。

　未
修
理
の
雨
漏
り
は
早
急
に
す
べ
き

と
い
う
意
見
を
付
し
て
賛
成
す
る
。

▼
総
務
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　体
育
館
な
ど
の
施
設
の
今

後
の
修
繕
内
容
は
？

　
　体
育
館
に
つ
い
て
は
、雨

漏
り
の
修
繕
と
し
て
、約
2
0
0

万
円
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
非
常
用
の
発
電
機
は
、
修

理
を
す
る
場
合
は
、
約
1
7
0

万
円
、
新
し
く
入
れ
替
え
る
場

合
は
、
約
1
5
0
0
万
円
の
費

用
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
つ
い
て

は
、
全
面
を
張
り
替
え
る
場
合

は
、
約
3
0
0
万
円
の
費
用
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

議
案
第
７
号
可
決

議
案
第
６
号
可
決

議
案
第
10
号
可
決

議
案
第
8
号
可
決

泉南市立鳴滝第１保育所

■
『
市
民
生
活
を
圧
迫
す
る
国
民
健
康

保
険
税
の
値
上
げ
に
反
対
を
求
め
る

請
願
』

　
　
　
　
　

　　
　
　資
産
割
を
廃
止
し
、
そ
の
負
担

を
所
得
割
や
賦
課
限
度
額
に
転
嫁
す
る

こ
と
は
、
市
民
の
生
活
を
苦
し
め
、
市

民
は
値
上
が
り
と
受
け
止
め
る
こ
と
か

ら
、
請
願
に
賛
成
す
る
。

反
対

反
対

答 問答

答

賛
成

賛
成

▼
厚
生
消
防
常
任
委
員
会
質
疑

　
　本
請
願
は
、
値
上
げ
に
反

対
す
る
こ
と
し
か
記
載
さ
れ
て

い
な
い
が
、
議
案
第
13
号
に
対

す
る
請
願
で
は
な
い
の
か
？

　
　条
例
に
対
す
る
請
願
で
あ

り
、
保
険
税
が
値
下
げ
に
な
る

方
も
あ
る
が
、
値
上
げ
に
な
る

方
に
と
っ
て
は
、
生
活
が
困
難

な
状
況
に
陥
る
た
め
、
全
体
を

捉
え
、
公
平
性
を
意
識
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
泉
南
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
　
　
　
　

　平
成
23
年
10
月
13
日
に
市
長
に
提
出

さ
れ
た
泉
南
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、国
民
健
康
保

険
税
賦
課
の
応
能
部
分
で
あ
る
資
産
割

を
廃
止
す
る
こ
と
が
主
な
条
例
の
改
正

で
す
。

　
　
　今
改
正
案
は
、
国
保
税
の
う

ち
、
不
合
理
・
不
平
等
で
あ
る
二
重
課

税
に
あ
た
る
資
産
割
課
税
を
廃
止
し
、

生
じ
る
不
足
分
を
再
配
分
し
、
資
産
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
平
等
に
課
税
す
る
措

置
で
値
上
げ
で
は
な
い
こ
と
か
ら
賛
成

問

問

答 す
る
。

　
　
　資
産
割
の
廃
止
は
、
市
民
の
立

場
に
立
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
賦
課
限

度
額
撤
廃
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　ま
た
、
水
道
料
金
の
値
上
げ
な
ど
相

次
ぐ
値
上
げ
で
市
民
生
活
は
苦
し
く
な

る
た
め
反
対
す
る
。

　
▼
厚
生
消
防
常
任
委
員
会
質
疑

　　
　今
回
の
資
産
割
の
廃
止
に
伴
う
負

担
を
所
得
割
や
賦
課
限
度
額
に
転
嫁
す

る
の
は
な
ぜ
か
？

　　
　資
産
割
を
廃
止
し
た
場
合
、
税
収

は
、
17
億
円
か
ら
１
億
6
0
0
0
万
円
程

度
の
減
額
と
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
収
入

12月定例会の議案の中から、主な
質疑を要約してお知らせします。

支
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
他
市
の
状

況
に
お
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
資

産
割
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　　
　平
成
22
年
度
の
決
算
で

は
、
１
億
9
0
0
0
万
円
の
黒

字
で
あ
っ
た
が
、
今
回
、
資
産

割
を
廃
止
す
る
理
由
は
？

　　
　平
成
22
年
度
は
黒
字
で
す

が
、
実
質
的
な
収
支
で
は
、
約

２
億
円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
条
例
の
改
正

は
、
将
来
の
広
域
化
に
向
け

て
、
赤
字
を
作
ら
な
い
た
め
の

改
正
で
す
。

■
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及

び
泉
南
市
教
育
委
員
会
の
教
育
長
の
給
与

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

（
お
も
な
改
正
内
容
）

・
給
与
月
額

○  

市

　長

　
　
　
　
　91
万
円
か
ら
85
万
円

○  

副
市
長

　
　
　
　
　78
万
円
か
ら
72
万
円

○  

教
育
長

　
　
　
　
　71
万
円
か
ら
65
万
円

・
さ
ら
に
支
給
額
を
減
額

　

平
成
24
年
４
月
１
日
〜
平
成
29
年
３
月
31
日

ま
で

○  

市

　長

　
　
　
　
　
　76
万
5
0
0
0
円

○  

副
市
長

　
　
　
　
　
　65
万
5
2
0
0
円

○  

教
育
長

　
　
　
　
　
　61
万
7
5
0
0
円

　
　
　減
額
す
る
事
が
よ
く
や
っ
て
い
る
と

い
う
事
に
は
な
ら
ず
、
職
務
に
対
し
て
の
理

解
を
求
め
る
粘
り
強
い
説
明
責
任
を
果
た
す

事
を
基
本
に
す
べ
き
で
あ
る
。 

▼
総
務
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　今
回
の
条
例
の
改
正
は
、
厳
し
い
不
況

に
よ
る
悪
循
環
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
な
い

か
？

 

　
　今
般
、
世
界
経
済
は
デ
フ
レ
の
影
響
を

大
き
く
受
け
て
お
り
、
回
復
に
は
時
間
が
か

か
る
厳
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
本
市

も
財
政
早
期
健
全
化
宣
言
を
踏
ま
え
、
財
政

状
況
を
勘
案
し
た
中
で
、
今
回
の
給
与
支
給

額
の
減
額
を
行
い
ま
し
た
。

問

請
願
第
３
号
採
択

議
案
第
13
号
否
決

議
案
第
９
号
可
決



　　同和更生資金貸付基金償還について、職
員が未納者の立てかえをしたことは、議会答
弁と食い違っているのでは。
　　現在、調査中ですが、市議会及び市民の
信頼を失わせた非常に大きな問題と認識して
いる。信頼回復に向け、やるべきことを徹底し
て進める。

　　同和更生資金貸付金の回収肩がわりは、
結果的に苦しむのは被差別部落の人たち。市
長が「知らなかった」のは、より問題。 
　　知らなかったという事で問題が無かった
という事は絶対にない。全容解明時点で市民
への説明、謝罪をしっかりと行う。

　　広域行政で火葬場の建設を行う点で、
基本設計が変わるのでは。林野組合との協議
は。樽井火葬場の跡地は。
　　元の基本計画に準じ進めていく。未契約
だが、林野組合の合意は得ている。跡地は地
元意見を聞き、利用方法を考える。

　　観光協会設立準備委員会の提言を受け
て、今後市長の方針の中にこの提言書をどの
ように生かしていくのか。
　　提言は本市の現状課題等全般にわたっ
ており、観光協会が主体となり観光振興を進
めれるよう、財政支援をしていきたい。

　　社会保障として実施されてきた国民健
康保険は、弱い立場の人たちが加入者。不公
平感が生じる見直しはやめるべき。
　　資産割を廃止し、均等割、平等割及び所
得割の３方式という賦課内容に変更する点を
ご理解願いたい。

　　遠距離通学地域（岡中方面）の小学生の
安全と家庭負担の軽減を要望する。
　　桜ヶ丘団地はコミュニティバスを朝夕で運
行。関空山の手台、朝日山団地の小学生家庭の
通学費補助を平成24年度予算に計上する。

　　新火葬場計画について、市民に一定の現
況を説明すべきではないか。とりわけ財政に
及ぼす影響をきっちりと。
　　区長連絡協議会に進捗及びこれまでの
経緯について説明済みであり、必要に応じ説
明しているものと認識している。

～14名が市政を問う一般質問 12月7日～9日の3日間、一般質問が行われました。

成田　政彦
日本共産党

小山　広明
無　所　属
（虹と緑）

角谷　英男
市政研究会

梶本　茂躾
大八洲の会

松本　雪美
日本共産党

中尾　広城
公明党

森　　裕文
無所属

（泉南フォレスト）

木下　豊和
拓進クラブ

大森　和夫
日本共産党

原　　憂子
公　明　党

北出　寧啓
大八洲の会

真砂　　満
拓進クラブ

井原正太郎
公　明　党

河部　　優
拓進クラブ

　　大阪府知事及び市長選挙結果の感想
は。「都構想」はじめ泉南市への影響をどのよ
うに捉らえるか。
　　改革への期待の現われで、民意として受
け止める。都構想は、長所短所あり、府民の判
断が得られるような形が必要。

　　プール死亡事故を教訓に、命にかかわる
事業は経費削減のための民間委託はやめ、市
の責任で運営すること。
　　反省すべき点はたくさんあるが、方式が
誤っていたとは考えていない。事故調査委員
会の報告を踏まえ考えていきたい。

　　胆道閉鎖症の早期発見に便色調カラー
カードを母子手帳に添付が必要。市の対応と
考えは。
　　便カラーカードは、早期発見の補助手段
として有効性が確認され本市において24年
度の母子手帳に添付するよう進めている。

　　本市は児童を持つ住民が必要とする総
合的な窓口がなく、課題解決に子ども相談窓
口（場所・電話）を一本化すべき。
　　教育、福祉部局の連携をより一層強化
し、市民広報を工夫するとともに、統一的な対
応をめざしていきたい。

　　りんくうタウンの岡田浦漁協から樽井海
水浴場までの間を一帯整備し、泉南市の新た
な観光資源にすべき。
　　都市公園法の枠があるが、以前からの
経緯を含め地域の賑わい発展、活性化のた
め最大限努力していく。

　　当市の生活保護の実態と今後の課題は。
また、保護対象者への就労支援は。
　　稼働年齢層の保護受給者が増加。就労
支援の重要性を認識しており、臨時職員一
名を就労支援員として雇用し実施対応して
いく。

　　新幼稚園開園当初、入園式などで混乱が
あったが後の対策は。行事時の駐車場確保
は。発達保障としての遊具設置は。
　　来年度入園式は歳児別に分け２回行う
予定。駐車場確保は文化ホール等で対応し
たい。遊具については検討したい。

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

問

答

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

本会議のようすはインターネット中継で 泉南市議会中継

問

問答

答 賛
成

賛
成

■
平
成
23
年
度
大
阪
府
泉
南
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
3
号
）

　
　
　
　
　

　歳
入
歳
出
予
算
に
つ
い
て
、１
億
6
0
6
7
万

9
0
0
0
円
の
減
額
補
正
を
し
ま
す
。

（
お
も
な
内
容
）

　減
額
の
事
業

　・
泉
南
市
行
政
Ｌ
Ａ
Ｎ
事
業

　・
子
ど
も
手
当
事
業

　・
母
子
高
等
技
能
訓
練
事
業

　増
額
の
事
業

　・
生
活
保
護
事
業

  

　
　「
住
居
表
示
に
つ
い
て
、
岡
田
や
樽
井
は

終
わ
っ
て
い
る
が
、
信
達
市
場
な
ど
は
未
だ
住

居
表
示
が
さ
れ
て
お
ら
ず
不
便
を
与
え
て
い
る
。

　よ
っ
て
、
住
居
表
示
実
施
に
向
け
て
の
予
算
が

反
映
さ
れ
て
い
な
い
補
正
予
算
に
は
反
対
す
る
。

　
▼
平
成
23
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
補
正

予
算
）
質
疑

　　
　「
生
活
保
護
事
業
」
5
2
6
1
万
9
千
円

の
増
額
内
容
は
？

　　
　高
齢
者
世
帯
、疾
病
障
害
者
世
帯
、母
子
世

帯
、
そ
の
他
の
世
帯
の
４
つ
の
区
分
に
分
か
れ

て
お
り
、
そ
の
内
、
疾
病
障
害
者
世
帯
が
平
成

18
年
度
以
降
よ
り
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

■
平
成
23
年
度
大
阪
府
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

　
　
　

   

　出
産
に
伴
う
医
療
事
故
に
対
す
る
３
万

円
の
公
費
支
出
に
つ
い
て
、実
際
の
出
費
と
保
険

料
負
担
に
膨
大
な
差
が
あ
り
、そ
れ
ら
は
結
果
的

に
は
市
民
の
負
担
と
な
る
た
め
保
険
料
の
見
直

し（
引
き
下
げ
）の
意
見
を
付
し
て
賛
成
す
る
。

　
▼
平
成
23
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会（
補
正
予

　算
）
質
疑

　　
　出
産
育
児
一
時
金
の
１
件
単
価
が
恒
久
的

に
42
万
円
と
な
っ
た
状
況
は
？

　

 

　

 

出
産
に
か
か
る
医
療
事
故
の
保
険
と
し
て
、

医
療
事
業
者
か
ら
積
み
増
し
す
る
た
め
の
原
資

と
な
る
も
の
で
す
。

■
平
成
23
年
度
度
泉
南
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号
）

　

 

　
　基
本
的
な
こ
と
と
し
て
金
熊
川
か
ら
の

取
水
を
一
定
の
水
量
を
超
え
て
長
年
取
水
し
て

来
た
実
績
に
立
っ
て
、山
が
半
分
の
泉
南
市
は
自

己
水
1
0
0
％
を
議
会
主
導
で
す
べ
き
で
あ
る
。

　
▼
平
成
23
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
補
正

　予
算
）
質
疑

　
　
　
　水
道
事
業
の
現
状
は
？

　

 

　震
災
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
節
水
意
識
が

高
ま
り
、
昨
年
度
に
比
べ
、
1
・
56
％
の
使
用

料
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
４
月
か

ら
の
料
金
改
定
に
伴
う
影
響
は
、
5
・
53
％
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

反
対

反
対

問答

議
案
第
11
号
可
決

議
案
第
12
号
可
決

議
案
第
15
号
可
決

議
案
第
16
号
可
決

議
案
第
17
号
可
決

■
泉
南
市
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　

　
　介
護
保
険
料
の
納
期
は
、

現
在
、６
月
か
ら
翌
年
３
月
の

10
期
に
分
割
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
条
例
改
正
に
よ
り
、４

月
か
ら
翌
年
３
月
の
12
期
に

分
割
し
保
険
料
を
徴
収
す
る

こ
と
に
変
更
し
ま
す
。

　討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問答 ▼
厚
生
消
防
常
任
委
員
会
質

疑
　
　納
期
を
変
更
す
る
こ
と

に
伴
う
運
営
上
の
支
障
は
な

い
か
？

　
　運
営
上
の
支
障
に
つ
い

て
は
基
本
的
に
な
い
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
特
に
保

険
料
の
額
に
つ
い
て
は
、
市

民
税
の
修
正
申
告
な
ど
も
踏

ま
え
て
、
算
定
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

■
泉
南
市
男
女
平
等
参
画
推

進
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

　男
女
が
平
等
に
参
画
で
き

る
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
の
条
例
の
制
定
で
す
。

　
　
　現
状
は
ま
だ
難
し
い

状
況
で
あ
る
が
、
男
女
が
平

等
に
生
き
が
い
働
き
が
い
を

も
て
る
社
会
を
め
ざ
し
、
こ

の
条
例
を
出
発
点
に
、
市
民

へ
の
啓
発
と
市
の
一
層
の
努

力
を
求
め
る
。

問答 ▼
総
務
文
教
常
任
委
員
会
質

　疑　
　今
回
の
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
、
「
女
性
を
守
る
」

と
い
う
視
点
か
ら
、
男
女
の

役
割
分
担
や
社
会
的
な
慣
行

は
、
ど
の
よ
う
に
保
証
さ
れ

る
の
か
？

　
　男
女
が
個
人
の
能
力
に

よ
っ
て
均
等
に
、
そ
し
て
、

主
導
的
に
社
会
に
参
画
す
る

機
会
が
確
保
さ
れ
る
と
い
う

考
え
方
で
す
。



　　同和更生資金貸付基金償還について、職
員が未納者の立てかえをしたことは、議会答
弁と食い違っているのでは。
　　現在、調査中ですが、市議会及び市民の
信頼を失わせた非常に大きな問題と認識して
いる。信頼回復に向け、やるべきことを徹底し
て進める。

　　同和更生資金貸付金の回収肩がわりは、
結果的に苦しむのは被差別部落の人たち。市
長が「知らなかった」のは、より問題。 
　　知らなかったという事で問題が無かった
という事は絶対にない。全容解明時点で市民
への説明、謝罪をしっかりと行う。

　　広域行政で火葬場の建設を行う点で、
基本設計が変わるのでは。林野組合との協議
は。樽井火葬場の跡地は。
　　元の基本計画に準じ進めていく。未契約
だが、林野組合の合意は得ている。跡地は地
元意見を聞き、利用方法を考える。

　　観光協会設立準備委員会の提言を受け
て、今後市長の方針の中にこの提言書をどの
ように生かしていくのか。
　　提言は本市の現状課題等全般にわたっ
ており、観光協会が主体となり観光振興を進
めれるよう、財政支援をしていきたい。

　　社会保障として実施されてきた国民健
康保険は、弱い立場の人たちが加入者。不公
平感が生じる見直しはやめるべき。
　　資産割を廃止し、均等割、平等割及び所
得割の３方式という賦課内容に変更する点を
ご理解願いたい。

　　遠距離通学地域（岡中方面）の小学生の
安全と家庭負担の軽減を要望する。
　　桜ヶ丘団地はコミュニティバスを朝夕で運
行。関空山の手台、朝日山団地の小学生家庭の
通学費補助を平成24年度予算に計上する。

　　新火葬場計画について、市民に一定の現
況を説明すべきではないか。とりわけ財政に
及ぼす影響をきっちりと。
　　区長連絡協議会に進捗及びこれまでの
経緯について説明済みであり、必要に応じ説
明しているものと認識している。

～14名が市政を問う一般質問 12月7日～9日の3日間、一般質問が行われました。

成田　政彦
日本共産党

小山　広明
無　所　属
（虹と緑）

角谷　英男
市政研究会

梶本　茂躾
大八洲の会

松本　雪美
日本共産党

中尾　広城
公明党

森　　裕文
無所属

（泉南フォレスト）

木下　豊和
拓進クラブ

大森　和夫
日本共産党

原　　憂子
公　明　党

北出　寧啓
大八洲の会

真砂　　満
拓進クラブ

井原正太郎
公　明　党

河部　　優
拓進クラブ

　　大阪府知事及び市長選挙結果の感想
は。「都構想」はじめ泉南市への影響をどのよ
うに捉らえるか。
　　改革への期待の現われで、民意として受
け止める。都構想は、長所短所あり、府民の判
断が得られるような形が必要。

　　プール死亡事故を教訓に、命にかかわる
事業は経費削減のための民間委託はやめ、市
の責任で運営すること。
　　反省すべき点はたくさんあるが、方式が
誤っていたとは考えていない。事故調査委員
会の報告を踏まえ考えていきたい。

　　胆道閉鎖症の早期発見に便色調カラー
カードを母子手帳に添付が必要。市の対応と
考えは。
　　便カラーカードは、早期発見の補助手段
として有効性が確認され本市において24年
度の母子手帳に添付するよう進めている。

　　本市は児童を持つ住民が必要とする総
合的な窓口がなく、課題解決に子ども相談窓
口（場所・電話）を一本化すべき。
　　教育、福祉部局の連携をより一層強化
し、市民広報を工夫するとともに、統一的な対
応をめざしていきたい。

　　りんくうタウンの岡田浦漁協から樽井海
水浴場までの間を一帯整備し、泉南市の新た
な観光資源にすべき。
　　都市公園法の枠があるが、以前からの
経緯を含め地域の賑わい発展、活性化のた
め最大限努力していく。

　　当市の生活保護の実態と今後の課題は。
また、保護対象者への就労支援は。
　　稼働年齢層の保護受給者が増加。就労
支援の重要性を認識しており、臨時職員一
名を就労支援員として雇用し実施対応して
いく。

　　新幼稚園開園当初、入園式などで混乱が
あったが後の対策は。行事時の駐車場確保
は。発達保障としての遊具設置は。
　　来年度入園式は歳児別に分け２回行う
予定。駐車場確保は文化ホール等で対応し
たい。遊具については検討したい。

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

問

答

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

本会議のようすはインターネット中継で 泉南市議会中継

問

問答

答 賛
成

賛
成

■
平
成
23
年
度
大
阪
府
泉
南
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
3
号
）

　
　
　
　
　

　歳
入
歳
出
予
算
に
つ
い
て
、１
億
6
0
6
7
万

9
0
0
0
円
の
減
額
補
正
を
し
ま
す
。

（
お
も
な
内
容
）

　減
額
の
事
業

　・
泉
南
市
行
政
Ｌ
Ａ
Ｎ
事
業

　・
子
ど
も
手
当
事
業

　・
母
子
高
等
技
能
訓
練
事
業

　増
額
の
事
業

　・
生
活
保
護
事
業

  

　
　「
住
居
表
示
に
つ
い
て
、
岡
田
や
樽
井
は

終
わ
っ
て
い
る
が
、
信
達
市
場
な
ど
は
未
だ
住

居
表
示
が
さ
れ
て
お
ら
ず
不
便
を
与
え
て
い
る
。

　よ
っ
て
、
住
居
表
示
実
施
に
向
け
て
の
予
算
が

反
映
さ
れ
て
い
な
い
補
正
予
算
に
は
反
対
す
る
。

　
▼
平
成
23
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
補
正

予
算
）
質
疑

　　
　「
生
活
保
護
事
業
」
5
2
6
1
万
9
千
円

の
増
額
内
容
は
？

　　
　高
齢
者
世
帯
、疾
病
障
害
者
世
帯
、母
子
世

帯
、
そ
の
他
の
世
帯
の
４
つ
の
区
分
に
分
か
れ

て
お
り
、
そ
の
内
、
疾
病
障
害
者
世
帯
が
平
成

18
年
度
以
降
よ
り
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

■
平
成
23
年
度
大
阪
府
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

　
　
　

   

　出
産
に
伴
う
医
療
事
故
に
対
す
る
３
万

円
の
公
費
支
出
に
つ
い
て
、実
際
の
出
費
と
保
険

料
負
担
に
膨
大
な
差
が
あ
り
、そ
れ
ら
は
結
果
的

に
は
市
民
の
負
担
と
な
る
た
め
保
険
料
の
見
直

し（
引
き
下
げ
）の
意
見
を
付
し
て
賛
成
す
る
。

　
▼
平
成
23
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会（
補
正
予

　算
）
質
疑

　　
　出
産
育
児
一
時
金
の
１
件
単
価
が
恒
久
的

に
42
万
円
と
な
っ
た
状
況
は
？

　

 

　

 

出
産
に
か
か
る
医
療
事
故
の
保
険
と
し
て
、

医
療
事
業
者
か
ら
積
み
増
し
す
る
た
め
の
原
資

と
な
る
も
の
で
す
。

■
平
成
23
年
度
度
泉
南
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号
）

　

 

　
　基
本
的
な
こ
と
と
し
て
金
熊
川
か
ら
の

取
水
を
一
定
の
水
量
を
超
え
て
長
年
取
水
し
て

来
た
実
績
に
立
っ
て
、山
が
半
分
の
泉
南
市
は
自

己
水
1
0
0
％
を
議
会
主
導
で
す
べ
き
で
あ
る
。

　
▼
平
成
23
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
補
正

　予
算
）
質
疑

　
　
　
　水
道
事
業
の
現
状
は
？

　

 

　震
災
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
節
水
意
識
が

高
ま
り
、
昨
年
度
に
比
べ
、
1
・
56
％
の
使
用

料
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
４
月
か

ら
の
料
金
改
定
に
伴
う
影
響
は
、
5
・
53
％
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

反
対

反
対

問答

議
案
第
11
号
可
決

議
案
第
12
号
可
決

議
案
第
15
号
可
決

議
案
第
16
号
可
決

議
案
第
17
号
可
決

■
泉
南
市
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　

　
　介
護
保
険
料
の
納
期
は
、

現
在
、６
月
か
ら
翌
年
３
月
の

10
期
に
分
割
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
条
例
改
正
に
よ
り
、４

月
か
ら
翌
年
３
月
の
12
期
に

分
割
し
保
険
料
を
徴
収
す
る

こ
と
に
変
更
し
ま
す
。

　討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問答 ▼
厚
生
消
防
常
任
委
員
会
質

疑
　
　納
期
を
変
更
す
る
こ
と

に
伴
う
運
営
上
の
支
障
は
な

い
か
？

　
　運
営
上
の
支
障
に
つ
い

て
は
基
本
的
に
な
い
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
特
に
保

険
料
の
額
に
つ
い
て
は
、
市

民
税
の
修
正
申
告
な
ど
も
踏

ま
え
て
、
算
定
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

■
泉
南
市
男
女
平
等
参
画
推

進
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

　男
女
が
平
等
に
参
画
で
き

る
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
の
条
例
の
制
定
で
す
。

　
　
　現
状
は
ま
だ
難
し
い

状
況
で
あ
る
が
、
男
女
が
平

等
に
生
き
が
い
働
き
が
い
を

も
て
る
社
会
を
め
ざ
し
、
こ

の
条
例
を
出
発
点
に
、
市
民

へ
の
啓
発
と
市
の
一
層
の
努

力
を
求
め
る
。

問答 ▼
総
務
文
教
常
任
委
員
会
質

　疑　
　今
回
の
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
、
「
女
性
を
守
る
」

と
い
う
視
点
か
ら
、
男
女
の

役
割
分
担
や
社
会
的
な
慣
行

は
、
ど
の
よ
う
に
保
証
さ
れ

る
の
か
？

　
　男
女
が
個
人
の
能
力
に

よ
っ
て
均
等
に
、
そ
し
て
、

主
導
的
に
社
会
に
参
画
す
る

機
会
が
確
保
さ
れ
る
と
い
う

考
え
方
で
す
。
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▲消防出初式（1月8日　南部広域防災拠点にて）

第4回 定例会第4回 定例会

「泉南市国民健康保険税条例の
　一部を改正する条例」を否決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　平成23年第4回定例会（12月議会）は、12月７日
から21日までの会期で開催されました。
　本定例会では、「国民健康保険税条例の一部を改
正する条例の制定」が否決され、「国民健康保険税
の値上げに反対を求める請願」が採択されました。
また、特別職や一般職の職員の給与に関する条例の
一部改正、指定管理者の指定、各会計予算（補正予
算）などについて、活発な議論が交わされました。
　詳しくは、掲載記事をご覧ください。

 

頼
も
し
い
若
者
が
時
代
の
中

か
ら
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

　１
月
９
日
に
行
わ
れ
た
成
人

式
で
は
、
若
者
の
主
体
性
が
う

か
が
え
ま
し
た
。

　予
定
通
り
に
行
か
な
い
事
で

楽
し
く
な
っ
た
り
様
々
で
あ
り

人
間
は
深
い
と
思
い
ま
す
。

　議
会
運
営
に
お
い
て
も
、
予

定
通
り
行
か
な
い
と
こ
ろ
か
ら

新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
、
そ
の

時
、
実
力
が
問
わ
れ
ま
す
。

　内
に
力
を
つ
け
る
日
々
を
心

が
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

編
集
後
記

委
員
長
／
小
山
広
明

副
委
員
長
／
角
谷
英
男

委

　
　員
／
和
気
信
子

　
　
　
　
　梶
本
茂
躾

　
　
　
　
　原

　憂
子

　
　
　
　
　真
砂

　満

　
　
　
　
　南

　良
徳

指定管理者の指定について(文化ホール）
河部、梶本、原、中尾、木下、真砂、森、井原、
谷、角谷、北出、南、堀口

和気、大森、小山、成田、松本

河部、原、中尾、木下、真砂、森、井原、谷、
角谷、北出、南、堀口

真砂、森、南

木下、谷、角谷、堀口

河部、和気、梶本、原、中尾、大森、小山、
井原、成田、松本、北出、

和気、梶本、大森、小山、成田、松本

河部、和気、梶本、原、中尾、木下、真砂、大森、森、
井原、谷、角谷、成田、松本、北出、南、堀口

小山

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

指定管理者の指定について(体育館、テニスコート、市民球場）

全　　会　　一　　致

一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について

河部、和気、梶本、原、中尾、木下、真砂、大森、森、
井原、谷、角谷、成田、松本、北出、南、堀口

小山

河部、和気、梶本、原、中尾、木下、真砂、大森、森、
井原、谷、角谷、成田、松本、北出、南、堀口

小山

全　　会　　一　　致平成23年度大阪府泉南市国民健康保険事業特別会計補正予算(第3号）

平成23年度泉南市水道事業会計補正予算（第2号）

全　　会　　一　　致泉南市男女平等参画推進条例の制定について

全　　会　　一　　致泉南市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

泉南市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

指定管理者の指定について（鳴滝第１保育所）

特別職の職員の給与に関する条例及び泉南市教育委員会の教育長の
給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

泉南市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例に制定について

平成23年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第3号）

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 否 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

賛成

反対

賛成

反対

賛成

反対

賛成

反対

賛成

反対

賛成

反対

退席

13

5

12

6

17

1

17

1

17

1

3

11

4

議案第6号

議案第7号

議案第8号

議案第9号

議案第10号

議案第11号

議案第12号

議案第13号

議案第14号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

件　　　　　　　　　　　　　　　名 賛　　　　　　　　　否 結　果議案番号

平成23年度予算審査特別委員会委員の選任について

平成22年度大阪府泉南市一般会計歳入歳出決算認定について  ほか19件

例月現金出納検査結果報告　ほか2件

泉南市教育委員会委員の任命について

泉南市教育委員会委員の選任について

人権擁護委員を推薦するための意見を求めるについて  ほか2件

2名選任
原案認定可決
報告済
原案同意
原案同意
原案了承

議会議案第4号

付託議案第16～35号

泉南監報告第17～19

議案第1号

議案第2号

議案第3～5号

▼その他の議案賛否一覧 ▼審議未了となった議案一覧（1月19日に臨時会で再審議）
泉南市選挙管理委員会委員及び補充員の選挙について

泉南清掃事務組合議会議員選挙について

常任委員会委員の選任について

議会運営委員会委員の選任について

特別委員会委員の所属変更について

泉南市都市計画審議会委員の推薦について

泉南市農業委員会委員の推薦について

選挙第3号

選挙第4号

議会議案第1号

議会議案第2号

議会議案第3号

議会推薦議案第1号

議会推薦議案第2号

議
会
報
編
集
委
員
会

議会だよりに対するご意見・
ご感想をお寄せください。
〒590-0592（住所不要）
泉南市議会事務局
TEL 483-0008  FAX 484-2085
e-mail:gikai@city.sennan.lg.jp

お
待

ちしていま
す

お
待

ちしていま
す

ご意見
ご感想
ご意見
ご感想

議案賛否一覧議案賛否一覧議案賛否一覧

市民生活を圧迫する国民健康保険税値上げに反対を求める請願

和気、原、中尾、大森、小山、井原、成田、
松本、北出

河部、梶本、木下、真砂、森、南 採 　 　 択

賛成

反対

9

6請願第3号

件　　　　　　　　　　　　　　　名 賛　　　　　　　　　否 結　果議案番号

請願賛否一覧請願賛否一覧請願賛否一覧

子宮頸がん予防ワクチン等3種の定期接種に関し早期に国の制度確
立を求める意見書について

大阪府教育基本条例の制定に反対する決議について

原 案 可 決

原 案 否 決
和気、真砂、大森、小山、谷、角谷、成田、松本

河部、梶本、原、中尾、木下、森、井原、北出、
南、堀口

賛成

反対

8

10

議員提出議案第16号

議員提出議案第17号

件　　　　　　　　　　　　　　　名 賛　　　　　　　　　否 結　果議案番号

意見書・決議の賛否一覧意見書・決議の賛否一覧意見書・決議の賛否一覧

谷、角谷、堀口退席 3

全　　会　　一　　致

※1名欠員


